
岡山の道の未来を支える人に聞く！vol.4

令和６年度岡山環状南道路藤田地区第２軽量盛土他工事

現場技術者インタビュー
～インフラを支える「現場技術者」に迫る～

岡山国道事務所が発注する工事現場で活躍する現場技術者に、
仕事の魅力や思いを聞きました！
道路を守り、未来を支える人の声を定期的にご紹介します！

Q1. まずは自己紹介をお願いします。

中央建設株式会社の田口晃久と申します。現在、岡
山環状南道路の藤田地区において軽量盛土工事の監理
技術者を務めています。

工事全体の工程管理、安全管理、原価管理、発注者様
との調整を担当しております。

Q2. 今回担当している工事について教えてください。

国道30号から国道2号に至る延長2.9ｋｍの岡山環状
南道路の一部であり、この環状南道路に構築された橋
台背面に軽い土材料にて盛土を行い、その上部に高欄
を設ける工事です。この環状南道路が完成すれば岡山
市中心部の交通混雑が緩和され広域交通・物流拠点と
の連結性の向上が期待されると思います。

Q3. 工事を進める上で工夫していることはありますか？

隣接工事が多いためアプリを使った工事間調整及び
工事用車両の搬入調整を行って、業者間のトラブルや
交通事故が起きない様、密に連絡を取り合っています。
7業者で行っています。

また、ICT建機やAIの活用を行いDX化に取り組んで省
力化、品質や安全性の向上にも取り組んでおります。

田口さん 軽量盛土の打設状況

防護柵(高欄部)の
コンクリート打設状況



インタビューのご協力ありがとうございました！
田口さんは環状南道路に8年間携わられており、担当された工事を感慨
深くお話されている姿が印象的でした。
エピソードでご紹介頂いたイベントは、子供達に建設業を身近に感じて
もらう機会となり建設業界の明るい未来に繋がると思います。
お忙しい中ありがとうございました！

取材：岡山維持H

岡山国道事務所は今後も受注企業と連携しながら
道路整備を進めていき、岡山の道の未来を支えていきます！
次回のインタビューもお楽しみに！

次回に続く・・・

Q4. 監理技術者としてのやりがいは何ですか？

施工中は常に神経が張り詰めているので、ひとつ
の現場が終わる時の達成感は尋常ではないです。

その爽快感は癖になります。

Q5. 印象に残っているエピソードは？

本工事に近接する保育園の園児に絵を書いて頂き、
それをマグネット化し本工事の仮囲いに貼り付けま
した。またその掲示した絵をみんなで歩いて見に行
くといったイベントも行い保育園から現場まで園児
と保育士数名といろいろな話をしながら歩きました。
園児には大変喜んでいただき短い時間でしたが交流
できたことが一番印象に残っています。

Q6. 今後の目標や若い人へのメッセージをお願いしま
す。

今後も新技術を取り入れ、新しいことに挑戦して
いき、安心・安全なより良い現場づくりをしていき
たいと考えております。

今は大変なことが多いですが、他の業種では味わ
えない、達成感と社会貢献度があり、大いにやりが
いのある職種だと思います。 お絵かきイベント

田口さん

路床盛土の敷き均し状況
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